


















Understanding”（2012 年 4 月 2 日締結）（図 1）が
アニマルサイエンス学科海外実習報告（平成 24 年度）







原 か ら 11 名 の 計 25 名、
引率教員は 2 名であった。
日程表と地図をそれぞれ












KU HOME 宿泊（〜 8/24）
2 8/22 バンコク 獣医技術学部研修ドゥシット動物園見学













8 8/28 ラムパ ンー ゾウ使い研修など







































































































我々もそれらを利用した（図 19）。現地ガイド 2 名












































































































































25 名の実習生のうち 24 名から回答があった（上野





































ける結果であるようだ。回答者 24 名中の実に 19 名
もの学生が「短すぎる」や「もう少し長くいたかっ
た」などの意見を述べていた。
　最後に「その他何でも構いません。意見、コメン
トがあれば書いて下さい」という設問を設けていた
が、この設問に回答した 19 名の実習生ほぼ全員が、
実習に参加したことについて肯定的な意見を述べて
おり、「楽しい実習」「感謝」「参加してよかった」「貴
重な体験」「勉強になった」「充実」などの言葉が目
立った。我々が想像していた以上に、学生たちに
とって思い出深い実習になったようだ。引率者とし
てほっと胸をなでおろしている。
		図	33　	どこが一番よかったですか　　　　	　　　　　　		図	34　カセサ トー大学の対応（接遇）はいかがでしたか
